
第１３０回 維持管理研究会 議事録 

１． 開催日時 ： ２０２2 年 6 月１6 日（木）１6：0０～１７：３０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） ４０名 

石川、井上、上辻、大下、大島、金子、久保、熊澤、古村、坂本、澤田、柴田、清水、守護、高橋哲、 

千葉、橋川、福島、中谷 

静岡地域：高橋孝、赤堀、池谷、石井、大石、大竹、加藤、神谷、高橋義、永野、中村、宮角、山下 

他地域勉強会：西川、松下、近藤、彦坂、萩原、鷲山、梅田、柳父 

４． 研究テーマ 

今月の研究会は、４月の開催予定から延期となっていた、メンバーの久保さんが大学院で研究課題として 

取り組んでいる事業継続の論文 「中小企業のＢＣＰ策定促進に係る課題とは」 について発表して頂いた。 

発表後に意見交換会を行い、現状の問題点や課題について討論を行なった。 

 

 

 

 

 



５．意見交換（概要） 

①中小企業を２つに分けて捉える必要がある。 

・元請けからの指示で BCP 策定（サプライチェーン） 

・独自商品の比率が高い企業は、自社に合致した BCP 策定 

②中小企業の生き残り（継続）は、人命が最優先であり、次は資金の確保が大変重要である。 

③中小企業で BCP 策定が進まないのは、BCP の紹介の仕方が間違っているのではないか。 

・一般的な BCP 紹介は、中小企業の中でも比較的大きな企業が中心となっている。 

・融資とＢＣＰを連携させるのも良いのではないか？（一部連携もある。） 

④BCP 策定のアドバイスも松竹梅を考えるべきである。 

・先ずは骨組みをしっかりと策定し、継続的な見直しにより肉付け（対策）を行ないながら、自社の継続 

能力向上を図って行くように指導すべきである。  

・最初から完璧を求めていないことを、もっとアピールすべきである。 

⑤対策には時間が掛かるので、先ずは緊急時に行動すべきことを、しっかりと訓練しておくことが重要である。 

⑥業界団体で他地域の同業団体とＢＣ連携を締結することを推進して欲しい。 

⑦地域行政と商工会議所の役割分担について 

    ・アンケート調査実施方法について、商工会議所経由が有効とのアドバイスがあった。 

  ・アンケートに回答頂いている方は、もともと意識の高い人たちである。 

⑧公的機関が BCP と資金対策を絡めて、BCP 策定の促進を政策的行なっている。 

・金融機関が 「災害対応型コミットメントライン」 を設定するようになった。 

 

《災害対応型コミットメントラインについて》 

通常のコミットメントラインでは、震災などの大規模災害は金融機関の貸付不能事由のひとつに設定されて 

おり、万が一大規模災害によって被災した場合、その貸付不能事由に該当し事業立て直しのための資金 

調達が困難となる可能性があるため  

    商工中金 HP：万が一に備える 「災害対応型コミットメントライン」 (smrj.go.jp) 

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/knowhow/commitment-line/  

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・令和４年 ７月２６日（木）16:00～17:30 

 

                                                                以上  

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/knowhow/commitment-line/

